1844
1 イントロダクション

省略。スイスの18xxゲームで3～7人でプレイ。ゲーム終了時、一番資産の多い人が勝ち。
・初期資金

	人数
	資金
	

	3
	800sfr
	※スイスフラン

	4
	620sfr
	

	5
	510sfr
	

	6
	440sfr
	

	7
	400sfr
	


・その他
　・プライベート会社(P1-P7)を並べる。通常会社、山岳会社、トンネル会社は未公開表に置く
　・まだ銀行から買われていない株(新株)とプレイヤーが購入していた株(旧株)は別々に管理する。旧株はBank Poolに置く。FNM社の3株は最初BankPoolに置く。
　・線路タイルは各色・用途ごとにソートしてわかるように並べておく

　・2/2H列車を一番上に表向きにして並べておく。
　・各会社には、資産を管理するための表があり、個人の資産とは明確に区別しておくこと
Ⅳ.最初の株式ラウンド
・プライベート会社(P1-P7)がP1から順番にセリに出される。

・プレイヤー1がP1、プレイヤー2がP2・・・のように進めていく。プレイヤー数が7未満の場合、ひとりで複数の会社をセリにかける機会があります。

・プレイヤー定価以上でセリにかけるかパスするかのいずれかです。既にビッドが入っている場合、ビッドするか、パスするかで、全員がパスするまで続く。
・誰もP1をビットしなかった場合、価格が5sfr引き下げられる。このディスカウントはP1にのみ適用される。
・もし、P1が0strになった場合、プレイヤー1は、この会社を取らされるが、これは決して不利なものではない。
・オーバービットは5str以上

・プレイヤーがパスしたら、次の会社のオークションまで再参戦できない。例外がP1で、ミニマムビッドが引き下げられたら再度参加できる。
・もし、誰も残りの会社を欲しがらない場合は最初の株式ラウンドが終わる。この場合、購入されたプライベート会社の固定配当が支払われる運行ラウンドが実施され、次の株式ラウンドが始まる。
・もし、プライベート会社が売れずに残っている場合、これらは次の株式ラウンドに他の株を購入する前にセリに出される。
・全てのプライベート会社が買われたら、そのラウンドの残り用のプレイ順を決める。

・プレイ順は現金の一番少ない人から開始。”1”のカードをとる。以降同様。2者の現金が同じ場合は、前と同じ順番。
・1のカードを持つプレイヤーが普通株か山岳会社かトンネル会社の株を購入できる。
・全てのプライベート会社が売られたら、各株式ラウンドの終わりに次の株式ラウンドのプレイ順を決める。一番資金の多い人が次の株式ラウンド(SDR)に一番最初にプレイするべく、1のカードをとる。
以降、同様に残資金順。
※プレイ順については、一番最初の株式ラウンドを除き、通常の18xxシリーズの順番の方が良さそうです。

・会社の50%の株が購入されたら(プライベート会社のオーナーに渡している株やバンクプールの株を含む)、会社が設立され、次の運行ラウンドに運行を開始する(XXII 会社の設立参照)。つまり、

・Pre-SBB社は、2株(社長株)売れたら設立。

・地域会社(Regional railway)は3株売れたら設立。


・史実大会社は5株売れたら設立。
・全てのプライベート会社が売れた時、FNMは自動的に設立する(3株はバンクプールにあり、社長株はプレイヤーの手中にあるため)。
・最後の個人会社が売れた株式ラウンドに株の売却はできない。
・運行ラウンド(OR)には会社が運行を行う。ゲームはPHASE1に突入する。

Ⅴ.プライベート会社
	№
	名前
	価格
	配当
	閉鎖
	売却

	P1
	Brienzar - Rothom - Bahn
	20
	5
	5/5H
	1 - 40

	P2
	Bödelibahn
	50
	10
	5/5H
	1 - 100

	P3
	Gotthard - Postkutsche
	80
	15
	5/5H
	1 - 160

	P4
	Furka - Oberalpbahn
	110
	20
	BT/5/5H
	1 - 220

	P5
	Compagnie Montreux - Montbovon
	140
	25
	5/5H
	1 - 280

	P6
	Societa anonima delle ferrovie
Milano - Saronno e Milano - Erba
	160
	30
	FNM運行
	無

	P7
	Lokfabrik Oerlikon
	100
	-
	5/5H
	無


　
・プライベート会社は運行ラウンド開始時に銀行からプレイヤーもしくは会社に固定の配当が支払われる株です。
・プライベート会社は線路をひいたり、列車を持つことはない。

・プライベート会社は持ち株制限には入らない(XXII 株数制限参照)。

・プライベート会社(P1-P5)は大会社(H1-H6)、地域会社(R1-R3)によって、1-定価の倍までの範囲で、運行ラウンドの購入する会社の手番で緑フェイズが開始した後に買われる。
・プライベート会社は自分が経営する会社でしか購入できない。
・Pre-SBB会社(V1-V5)はプライベート会社の購入はできない。
・The Swiss State Railway(SBB)はプライベート会社の購入はできない。
・プライベート会社は遅くとも最初の5/5H列車購入で閉鎖となる。
・緑フェイズの開始時(最初の3/3H列車の購入)より、会社社長は会社に購入されたプライベート会社の特殊能力を行使できる。
特殊能力

・P1(BRB)は、特殊能力なし。
・P2(BB)の所有者は通常ルールに加え、黄タイルを1枚引ける。但し、これはゲーム中1回のみ。
・P3(GP)の所有者はトンネル会社の株1枚得る。
・P4(FO)の所有者は3/3H列車の登場後、(株式ラウンドを含み)いつでも4つのFO専用タイルを予約されていたところに置ける。これらの建設により、一度限りの支払い($80str)がこのプライベート会社の所有者(個人or会社)に行われ、このプライベート会社が閉鎖となる。最初の5/5H列車が買われた時にも、このルートは建設される。この場合も所有者は80str受け取る。
・P5(CMM)の所有者はMOB(H6)の1株を受け取る。この株はMOBの社長株が購入されて、価格が決まるまでは売ることができない。
・P6(MSME)の所有者はFNM(H1)の社長株を受け取る。P6を購入した瞬間に株価を決める。ゲーム開始時、この会社の30%分の株をバンクプールに置く。そのため、FNMは、全てのプライベート会社が売れた瞬間に設立となる。P6はFNMが初めて列車運行した時、閉鎖となる。
・P7の列車工場(LOE)は、最初の電気機関車である”EVA”(5H)を生産する。列車工場は最初の5/5H列車購入で閉鎖となる。列車工場の元所有者は、閉鎖した瞬間に”EVA”を受け取り、自分の運営する会社に列車を渡す。このタイミングは後で行っても良い。列車の譲渡には通常の保有制限ルールが適用される。
Ⅵ.山岳会社

・5つの山岳会社(B1-B5)が各150sfrで購入可能。

・少なくとも1回、配当を行った会社は(活性化され)、ゲーム終了時、150sfrの価値がある。一度も配当を行っていない会社の価値はZEROです。
・山岳会社は株式制限にカウントされない。

・山岳会社はプレイヤーしか所有できず、会社に売ることはできない。
・山岳会社が配当するのは、列車で到達した時のみ。

・(活性化された)山岳会社の配当は40str固定で、各ORの開始時に支払われる。

・山岳会社は山マークのある7つの灰ヘクス上にのみ設立される。

・購入するやいなや、マーカーが占領されていない山岳ヘクスに置かれ、収入マーカーをひとつその山岳ヘクスに置く。マーカーは全部で6個あり、3種2つずつあり。
・マップ上の山岳ヘクスは、山岳会社が買われ、ヘクスに置かれた時のみ価値がある。鉄道の無い山は、ルートの一部にはならない。
・各ShareDealingラウンドにプレイヤーは1つの山岳会社を購入できる。
Ⅶ.トンネル会社
・5つのトンネル会社(T1-T5)が各50sfrで購入可能で、うちひとつはP3のプライベート会社に付随する。各株には1つのトンネルを作る権利がある。
・少なくとも1回、配当を行った会社はゲーム終了時、50sfrの価値がある。一度も配当を行っていない会社の価値はZEROです。

・トンネル会社は株式制限にカウントされない。

・トンネル会社はプレイヤーしか所有できず、会社に売ることはできない。

・トンネル会社は、トンネルが建設され、トンネルを通って両側の収益を計上する事で活性化される。
・(活性化された)トンネル会社の配当は10str固定で、各ORの開始時に支払われる。

・各ShareDealingラウンドにプレイヤーは1つのトンネル会社を購入できる。

・トンネルの建設はトンネル会社の所有者が社長である会社によって行われる。この会社は、通常のタイル引きの前後で100sfr支払うことでトンネルタイルを置ける。これは通常の線路引きに加えて実施。
・トンネルを建設するには、トンネルの入口のひとつに線路を建設した会社の路線が接続している必要がある。
・トンネルは、FOタイルが山岳ヘクスに既にひかれていても、その下にも通常通りに引ける。
この場合、そのトンネルの入り口への接続は関係なく、そのヘクスの線路への接続は十分です(?)。
※トンネルは、あくまでも入口に繋げるべきだと思うのですが、上記の文が不明です・・・。

・トンネルヘクスは8つ存在する。
・トンネルはトンネルの入り口同士でのみ建設できる。

・各トンネルヘクスに建設できるトンネルはひとつだけ
・8つのトンネルヘクスで建設できるトンネルは5つだけです

・トンネル経由の運行(都市や山岳や外国をカウント)は、そのトンネルを使用した路線にある全ての都市や山岳などのそれぞれの価値を10sfr高める。※要は1846のメール効果です。
・複数のトンネルを利用してもボーナスは累積しない

Ⅷ.会社

・プレイヤーは会社の株を購入できる

・会社から買う最初の株は常に社長株

・社長株は2株の価値があるが、株数としては1枚
・社長株の購入価格は公募価格(XXII 会社の設立参照)

・株の所有者はORに、その会社の社長が内部留保しない限り配当を受け取る。
・株の売買は株式ラウンドに行う

・以下の会社がゲームに登場する。これらは全てのプライベート会社が売れた後にのみ買われる。

SBB株はSBBが形成されるまで購入することはできない。(XII 参照)
	№
	会社
	CD
	社長株
	普通株
	株数
	本拠地
	駅ﾏｰｶｰ
	列車制限

	1
	NOB
	V1
	50%
	25%*2
	4
	Zürich
	2
	2

	2
	SCB
	V2
	50%
	25%*2
	4
	Basel
	2
	2

	3
	VSB
	V3
	50%
	25%*2
	4
	St. Gallen
	2
	2

	4
	JS
	V4
	50%
	25%*2
	4
	Lausanne
	2
	2

	5
	GB
	V5
	50%
	25%*2
	4
	Stans
	2
	2

	6
	FNM
	H1
	20%
	10%*8
	10
	Como
	1-5
	4/3/2

	7
	RhB
	H2
	20%
	10%*8
	10
	Chur
	1-5
	4/3/2

	8
	BLS
	H3
	20%
	10%*8
	10
	Bem
	1-5
	4/3/2

	9
	STB
	H4
	20%
	10%*8
	10
	Aarau
	1-5
	4/3/2

	10
	AB
	H5
	20%
	10%*8
	10
	Appenzell
	1-5
	4/3/2

	11
	MOB
	H6
	20%
	10%*8
	10
	Montreux
	1-5
	4/3/2

	12
	JN
	R1
	40%
	20%*3
	5
	Neuchatel
	3
	2

	13
	ChA
	R2
	40%
	20%*3
	5
	Arosa
	3
	2

	14
	VZ
	R3
	40%
	20%*3
	5
	Sion
	3
	2

	15
	SBB
	　
	10%*5,5%*10
	20
	-
	10
	4


V1-V5 Swiss State Railway(SBB)を形成するために合併するSBBの前身(Pre-SBB)。
H1

史実の大会社。30%はバンクプール、20%はプライベート会社P6の購入者。
H2-H5
史実の大会社。
H6

史実の大会社。10%はプライベート会社P5の購入者。

R1-R3
ローカル鉄道(H列車しか保有できない)。
SBB
Swiss State Railway(最初の5/5H列車購入後、V1～V5から構成)。
目的ヘクス
・Pre-SBB(V1-V5)と史実大会社(H1-H6)には目的都市がある。
・もし、仮想の無限(1830でいうところのディーゼル)列車が本拠地から目的地まで運行できたら、残りの資本金を受け取る(通常の会社は公募価格の5倍、Pre-SBBは公募価格の2倍)。
・他の会社のトークンでブロックされているルートは使用できない。
・会社に残っている株を銀行が売り出す必要はない

・目的ヘクスに複数の都市が含まれている場合は、いずれかの都市に接続できれば良い。
・もし、本拠地と目的地が接続されたら、仮に後でブロックされたとしても、直ちに残りの資本金を受け取る。
・例外はGotthard Railway(V5)。この会社はGotthardトンネルが建設された時、目的達成となる。
この時、そのトンネルをどの会社が建設したかとか、トンネルを利用したかとか、V5の会社に接続しているかは関係ない。

・6/6H列車が登場した後に設立した会社は、目的地に接続していなくても、直ちに全額資本金を受け取る。
社長

・各会社には社長がいる。社長株の購入者が最初の社長です。
・この株の購入者は初期の公募価格を決める(XXII 会社の設立参照)。

・社長は会社の運営をどうするかの意思決定を独力で決める。
社長交代
・もし、株の売買の結果、現在の社長よりも多くの株を保有する人がいる場合、社長の交代が起こる。
・保有株が同じ場合、社長の交代は起こらない。

・一番多く株を保有する人が新社長になる。もし新社長候補が複数いて同株数の場合は、現社長から時計回りで近い人になる。
・社長はバンクプールに株を放出することで、社長を自ら辞めることができる。但し、誰か他に2株以上保有する人がいて、バンクプールに株を放出できる状態でなければならない(XXII 株の売却参照)。
・社長交代が起こる場合、新旧社長間で、社長株と普通株20%分の交換を行う。
・新社長は会社資産を引き継ぐ。
・もし大きな史実会社の株が4枚バンクプールにあり、社長が10%株を放出することで、社長の交代が起こるのであれば、社長は交代する。このルールはpre-SBBと地域会社も同様。

Ⅸ.大きな史実会社(H1-H6)
・10株あり
・50%分の資本金を受け取り、残りは目的地到達時

・フェイズによるが、4～2両の列車を保有できる
・もし有効なルートを構築している場合は、列車を持たなければならない
・山岳鉄道の無い山岳ヘクスは、ルートの一部としてカウントしない。H列車は仮に有効なルートがH列車の走ることのできない盤外ヘクスのみであったとしても、有効とみなす。

Ⅹ.地域会社(R1-R3)
・5株会社

・株価の5倍分の資本金を受け取る

・H列車しか保有できない。地域会社は盤外ヘクス運行不可

・株価は200/1が最大で、株価チャート上の赤線の右に進まない
・地域会社の株価が160/5,170/4,180/3,190/2にある時に配当した場合、株価は上昇する。
・地域会社は最大でも2両までしか持てない

・ルートが構築されている場合、かならず列車を持たなければならない。山岳鉄道の無い山岳ヘクスや盤外はルートの一部にならない。
・目的ヘクスはない

Ⅺ.Pre-SBB(V1-V5)
・4株会社

・株価の2倍分の資本金を受け取る。残りの2倍は目的地到着時に受け取る。

・最大でも2両までしか持てない

・列車の保有義務はない。よって、緊急資金調達もない

・最初の5/5H列車が売られたORの終わりにこれらV1-V5が合併してSBBが設立される。

Ⅻ.スイス会社(SBB)
・SBBは20株会社。社長株と、あと4株が10%株。

・SBBは最初の5/5H列車が売られたORの終わりにV1-V5会社が合併して設立され、次のORから運行。
もし、最初の5/5H列車が最後のORに買われた時は、SBBが即座に設立し、株式ラウンドを挟んで、その後のORに運行する。
・SBBはV1-V5が保有するものは全て受け取る

・SBBは5H列車で開始し、列車制限にカウントされる。この5H列車はトレード不可。
・V1-V5が保有する資金に加え、SBBは400sfrを資本金として受け取る
・もし、pre-SBBが目的地に到達しなかった場合、SBBは追加の資本金を受け取らない
・SBBの列車操作は常に定価
・SBBは最大で4両まで保有できる
・SBBが設立した時、全てのV1-V5のトークンをSBBマーカーに置き換える

・pre-SBBによって置かれたトークンの置き換え以外のSBBが置くトークンは各100sfrです。
・もし、2つのマーカーが1ヘクスに存在する場合、1つは除去。これは後に100sfr支払えば再利用可。

・全てのpre-SBB社はSBB設立時、吸収される。
・まだ売られていないpre-SBB社の株はSBB社に交換されて、BankPoolへ。よって10株超のSBB株がBankPoolに出ることもありうる。もし、プレイヤーがSBB社の株を社長株も含め、誰も保有しておらず、全てBankpoolに置かれている場合、株式ラウンドで購入可。
・SBBの初期株価は、チャートの6行下の位置にある100sfrです。
・Pre-SBB社(V1-V5)の株はSBBの株に交換される。
・50%配当の2株券はSBBの10%配当2株券に交換。これらは株数制限時には1株とカウント
・25%配当の1株券はSBBの5%配当1株券に交換。これらは株数制限時には1株とカウント
・株の交換時、pre-SBBとSBBの初期株価(100sfr)との差額が銀行から支払われる。
・もし、pre-SBBの株価が100sfr未満は、差額を払わなければならない。
もし、現金が不足している場合は、銀行に借金をする。次の株式ラウンドで、借金を返済するために、できるだけ株を売却する。もし、株を売っても賄えない場合、支払えるようになったら、支払う。
例)
・プレイヤーAはV1の社長株2株(株価120)と、V2の普通株1株(株価70)を保有

・プレイヤーAはV1とV2の株をSBBの株に交換する

・V1の株をSBBの普通株2枚に交換し、差額20*2=40を銀行から受け取る

・V2の株をSBBの普通株1枚に交換し、差額30を銀行に支払う

・各株は必ず交換しなければならない。
SBBの社長
・SBB株の最大株主がSBBの社長になる
・もし、SBB株数が同数の場合はV1の前社長がSBB社長、以降、V2の前社長が・・・。
・もし、一番多く株を保有するプレイヤーがどのpre-SBB株の社長でもない場合(10%株が無い)、そのプレイヤーは社長になるが、5%株しか保有していない状態のため、そのプレイヤーは2枚の普通株(5%株)をバンクプールの10%株と交換する。もし、10%株がバンクプールに無い場合、V5の前社長と交換する。
社長交代が発生する場合、10%株があれば、それを、なければ5%株を2枚渡す。

XIII.運行ラウンド(OR)
・運行ラウンドはプレイヤーではなく、会社が対象
・運行ラウンドの順番は以下の通り:


・アクティブな会社は株価の高い順にプレイ。

・株価が同じ時は、上が優先

・株価は同じだが、位置が違う場合は、右側優先

・手番の会社が行うアクションは以下の通りで、この数字順に実施:

1. 線路敷設
　・黄タイルを置くか
　・既存タイルの置き換えか
　・既に印刷されたヘクスの置き換え
2. トークンを置く
3. 列車の運行
　・収益の計算
　・収益の分配

4. 株価の変動

5. 列車購入

運行ラウンドは全てのアクティブ会社が運行したら終了。ここで更なる運行ラウンドが続くか、株式ラウンドになるかはゲームのフェイズによる。
ⅩⅣ.線路敷設

・黄タイルはボード上の薄緑ヘクスに置ける。これらは線路を表す。灰色や赤ヘクス上の黒の線と矢印は建設済みの路線でこれらのタイルは置き換え不可。ボード上の黄ヘクスは建設済みの黄色い線路を表す。
・各会社は運行ラウンドの手番に黄タイルを置くか、置き換えができる。
もし、社長がトンネル会社の権利を保有している場合、通常の線路引きに加え、トンネルヘクスにトンネルを建設できる。
・最初は黄タイルとトンネルだけがボード上に置ける。タイル敷設は、その会社の駅トークンにつながる路線の拡張でなければならない。タイルの置き換えはその会社のトークンにつながる路線でかつ、他社のトークンでブロックされていない事。
・会社の最初のターンには、本拠地に既にタイルが置かれていたり、本拠地が予め線路が書かれたヘクスでない限り、まずは本拠地にタイルを置く。
・オープンな場所には、駅の無いタイルのみ置ける。
・町(黒点)には大きな横棒付駅タイルが置かれる
・都市(白い円)には、大きな円の駅タイルが置かれる。
・特定のマークのある都市(OO,Z,B,L)には、対応するマークの都市にしか置けない。
・Zurich(Z)とBeme(B)には、特定の黄色タイルは存在しないので、通常の黄タイルが置ける。

・下記のような置き方は不可
　・印の無い盤外に、はみ出すように置く

　・盤上に書かれたグレイタイルの線路の無い方向に向けて置く

　・トンネルの入り口以外のトンネルヘクスに向けて置く。
　・ヘクス間にあるヘクスを分ける灰色の太線に向けて置く
　・赤や灰色ヘクスで矢印の無い盤外
・線路はボードに描かれた線路や灰や盤外ヘクスにある矢印に向けて置ける。トンネルの入り口へは、トンネルが既にそのタイルの別のところに建てられていたとしても、置ける。
・線路は隣に置かれたタイルに接続しないような置き方もできる。

・山や川に初めて建設する場合はコストがかかる。価格はボードに記載。建設費は会社資金から銀行に払う。
ⅩⅤ.タイルの置き換え

・黄タイルを置く代わりに、すでに置かれてたり、ボードに描かれたタイルをアップグレードできる。
　・黄は緑タイルで置き換え
　・緑は茶タイルで置き換え
　・茶は灰タイルで置き換え
　・緑はボードに描かれた黄タイルを置き換え可能
・緑タイルは最初の3/3H列車の売り出しで利用可能
・茶タイルは最初の5/5H列車の売り出しで利用可能

・灰タイルは最初の8E/8H列車の売り出しで利用可能

・会社が置き換えできるのは、そのタイルに接続している場合のみ
・置き換え時、既存の路線は維持されなければならない

・置き換えにより新たにできた線路はつながっている必要はない

・都市を含まないタイルの置き換え後に都市を含んではならない。町や都市を含むタイルの置き換え後には対応する町や都市を含まなければならない。Aarauは、OO都市ではなく、通常の都市な事に注意。
・タイルを置き換えることで追加のトークン用スペースが生じる可能性がある。もし少なくとも1つのトークンスペースがあれば、その都市を超えて建設できる。
ⅩⅥ.トークンを置く
・各会社は自分の本拠地からスタート。その会社が初めて運行する時には本拠地にトークンを置かなければならない。このトークンは無料です。
・Pre-SBB社はトークンが2つある(本拠地+1)

・地域会社はトークンが3つある(本拠地+2)
・SBB社は全ての未使用トークンをPre-SBB1-5社より受け取る。これらを置く場合、各100sfr。Pre-SBB社が使用していたトークンは、そのまま引き継ぐ。
・史実大会社(H1-H5)のトークンの数は、公開価格による。
　・60

1トークン(本拠地トークンのみ)
　・70

2トークン(本拠地トークン+1)
　・80

3トークン(本拠地トークン+2)
　・90

4トークン(本拠地トークン+3)
　・100
5トークン(本拠地トークン+4)
・各ヘクスに各会社が置けるトークンはひとつ。
・トークンは下記の目的で置く:

  ・会社が運行するルートには、少なくともその会社のトークンがひとつはどこかに含まれなければならない。
　・他社に完全にブロックされている都市を超えて運行する事はできない。

　・タイルを置いてルートを建設できるのは、その会社のトークンに繋がっている時のみ

・最初の追加トークンは40sfrで、以降100sfr
・各ラウンドは本拠地を除き1つしかトークンは置けない。BrigとAltdorfにはトークン置けない。
・未上場会社の本拠地にトークンを置く場合、その会社のために少なくとも1つ置場が残っている時のみ置ける。
ⅩⅦ.列車
・列車の種類
　・通常列車


・記された数の都市を訪問可。距離は関係ない。


・都市のスキップは不可

　・H列車(地域会社)


・列車に書かれたヘクス分、訪問可。ヘクスは出発地も含む。よって、2H列車は、あるヘクスと隣のみ。

　
・盤外ヘクスは運行不可
　
・もし同一ヘクスを2回カウントできるなら、カウントする

　・E列車


・駅のスキップ可。但し、その会社のトークンは最低1つカウント要
・列車の購入
　・列車の購入は、会社の最後のアクションで行う。よって、購入したターンに列車が運行することはない。
　・列車の購入時は、通常列車か安価なH列車か決めなければならない。
　・銀行からの購入価格は列車カードに描かれている。

　・他社からの購入は、交渉による価格だが、公表しなければならず、最低1sfrです。但し、異なる社長からの列車購入は、定価です。

　・他社からの列車購入は、3/3H列車登場後。
　・会社間での列車操作は、必ず購入側の会社の手番の最後に行う

　・複数の列車を連続して購入しても良い

　・ルートを保有する、各史実大会社と地域会社はターンの終わりに列車を保有していなければならない(運行ができないH列車を保有しているだけでも良い)。Pre-SBBは列車の保有義務が無い。よって、強制購入もない。故意に強制購入する事も不可。
　・新しい列車は昇順に購入する

　・列車の購入は会社の保有制限に影響を与える。(「XX.新たな列車購入の影響」参照)

  ・既に列車を制限いっぱいまで保有している会社は、たとえその購入で保有する列車が廃車になるとしても、新たな列車を購入することはできない。
　・Phaseが変わることによって、列車保有制限を超えた場合は、余剰分を無償でbankpoolに戻す。
この列車は、再購入が可能。

　・列車の返品は不可

　・自発的に列車を廃車させる事は不可

　・もし、会社には列車保有義務があるのに購入資金が不足している場合は、下記の緊急資金調達が発生する:


・社長が自腹で損失の穴埋めをする

・社長は、この穴埋めのために借金しても良い。株の売却は任意。


・この株売却で社長交代を発生させてはいけない


・プライベート会社、トンネル会社、山岳鉄道は売却不可


・社長が売りたい株を売って返済した後、残りの負債額の50%を利息として支払う


・次の株式ラウンドで負債を減らすために株を売ることは強制されない。しかし、借金を返済しない限り、株を買うことはできない。

・各SDRの終わりに残りの負債に50%の利息が課せられる。

・このゲームで破産はありません。


・もし、異なる列車が買える場合(銀行かbankpoolか他者)、社長はどこから買うのか選択する。

・列車の定価以上の価格で購入できない

・社長は追加列車購入時、自己資金を注入することはできない。もし、社長が資金を注入できる場合は、会社には一銭も残らない状態になる。


※破産がないという事は、利息破産がないため、借金状態の場合で利息が払えない(または払わない)場合は、元本金額をメモっておき、利息が払えない分が元本に上乗せされるものと思われます。
列車の国外売却
・最初の2/2H列車が売られた以降、各運行ラウンドセットの終わりに1両列車が海外から買われて、除去。

・これによりPHASEの変更はありうる
・海外からの購入で銀行資金は増えない
・もし、海外から最初の5/5H列車が買われたら、直ちにSBBが設立

列車の運行
・ルートは線路につながる、少なくとも2つの異なる都市から成る
・各ルートには必ずその会社のトークンが必要
・ルートには大と小の駅を含める
・駅の数は列車のレンジや地域会社のヘクス数を超えてはならない。2H列車は隣接ヘクスまで。

・E列車を除き、都市や駅をスキップできない

・同じ都市を2回以上訪問できない。同一タイルの離れた都市は構わない。
・2回以上山岳鉄道を訪問できない
・同じ盤外区域ヘクスを2回以上訪問できない。
・他のトークンで完全に封鎖されている駅を通過できない。封鎖された駅は始発か終点として利用可。
・完全に封鎖されていない駅は通過可能
・ルートは同じ線路を2回以上使用できない。同じタイルの別の線路は利用可能。

・駅へのルートは、他のどの線路にも出ていくことができる。

・もし、会社が複数の列車を保有する場合、それらのルートは完全に分離されていなければならない。
駅での交差やクロスオーバーは別々の線路とみなす。緑タイルの交差点は2つの線路が1つに合流しているため、1つの列車しか使用できない。

収益の計算
・各会社の収益は銀行から支払われる
・会社の収益は、各列車からのrevenueの合計とトンネルやトランジットルートからのボーナスです。

・列車からの収益は訪問した全ての駅やcritical pointからの価値の合計です。赤い盤外や山岳鉄道の価値はフェイズによって収益が異なる。一番目は黄、二番目は緑、三番目は茶、四番目は灰に対応。
・収益は最も多くなるようなルートを通らなければならない。山岳鉄道やトンネルを活性化するために収益を抑える事はできない。

・盤外と山岳鉄道は始発か終点としてのみ訪問できる
・もし、ルートにトンネルの両サイドに駅か別の収益のあるタイルを持つ1つ以上のトンネルを含む場合、訪問した箇所の価値がそれぞれ10sfr加算。
・トランジットルートは南北か東西の盤外運行。南北運行はNord-Süd、東西運行はWest-Ostで、東西か南北ボーナスは、この収益が加算。
・社長はこの収益を配当するか内部留保するか決める
・配当する場合、各株主に持ち株比率に応じて比例配分する。5%や25%株はプレイヤー有利に切り上げ。仮に150の収益で5%株の場合、収益は8sfr。5%株を2枚保有する場合は10%に合わせ、15sfr。
Bankpoolにある株は会社に入る。5%や25%株は切り下げ。未発行株は支払いなし。
ⅩⅨ.運行ラウンドにおける株価の変動
・会社が配当する場合、株価は上昇。マーカーを右に1マス移動。右端到達で上昇。地域会社は赤線より右に行かずに上昇。
・会社が無配の場合、株価は下落。マーカーを左に1マス移動。左端到達で下落。

・運行が終わった会社のマーカーは裏向きにする。
・移動したマスに他のマーカーが既にある場合、(表返すと一番下になるように)裏向きにして一番上に置く。
・すべての会社の運行が完了したら、マーカーを表向きにする。スタックしているものもそのまま表返してひとつのマスに置く。
ⅩⅩ. 新たな列車購入の影響
・最初の運行ラウンドの開始時(PH1)

・黄タイルが利用可能


・史実大会社の列車制限4

・1SR1OR

・最初の2/2H列車購入時(PH2)


・運行ラウンドのセット完了時、列車が1両外国に売却

・最初の3/3H列車購入時(PH3)


・緑タイルが利用可能


・2列車が2H列車になる


・プライベート会社P1-P5が会社に売却できる


・プライベート会社の特殊能力が使用可能


・会社間の列車操作可能


・1SR2OR

・最初の4/4H列車購入時(PH4)


・2/2H列車が廃車


・3列車が3H列車になる


・大会社の列車制限3

・最初の5/5H列車購入時(PH5)


・茶タイルが利用可能


・史実大会社の列車制限2


・プライベート会社が閉鎖


・この運行ラウンドの終わりにSBB設立。


・1SR3OR

・最初の6/6H列車購入時(PH6)


・3/3H列車が廃車


・4列車が4H列車になる


・これ以後に設立する会社は資本金が100%入る

・最初の8/8H列車購入時(PH7)


・灰タイルが利用可能


・4/4H列車が廃車


・5列車が5H列車になる

ⅩⅩⅠ.株式ラウンド

・概要

・株式ラウンドではプレイヤーが手番を行う。


・手番では、売るか、買うか、売ってから買うか、パスするかのいずれか。垂直落下(買ってから売り)は不可。


・各取引は、プレイヤーと銀行間で行われる。

・新株は公募価格で買える

・bankpoolの株は時価で買える

・株式ラウンド後は最低1回の運行ラウンドがある


・3/3H列車登場後は2OR、5/5H列車登場後は3ORです。

・プレイ順


・株式ラウンドのスタートプレイヤーは№1カードを持つプレイヤーです

・次は№2・・・。


・株式ラウンドは全員がパスしたら終わり


・次の株式ラウンドのプライオリティは、現金の一番多い人が取る。以降現金順に順番を決める。金額が同じ場合は、前回の順番で決める。
・株式ラウンドの終わりの株価変動

・bankpoolに株が残っている会社の株は1つ左に移動。左端で下落。

・売り切れ時、1つ上昇。上限で移動なし。

ⅩⅩⅡ.株式ラウンドにおけるプレイヤー手番
・概要


・手番には好きなだけ株を売れる。買いは1つの株か山岳会社かトンネル会社。

・上記は複数実施できるが、順番通り(売りが先で、買いは後)。


・売りも買いもしたくない場合はパスをする


・株式ラウンドにプレイヤーは何度も売り買いのチャンスがある

・トンネル会社の購入は株式ラウンド全体で1人1回


・山岳会社の購入は株式ラウンド全体で1人1回

・他の会社の株は、プライベート会社(P1-P7)が売りに出ている間は購入できない。

・すべてのプライベート会社の株が売れたら、山岳会社とトンネル会社が購入可能

・最初に購入する株は常に社長株(2株券)

・社長株を購入する人は、その会社の公募価格を決める。60～100sfrが設定可能:


・プレイヤーは銀行から新株を公募価格で買える

・プレイヤーはbankpoolの株を時価で買える


・株は購入できるだけの資金がある時のみ買える


・その株式ラウンドで売却した株を買うことはできない

・少なくとも半数の株が購入された会社は設立となる
・株制限

・誰も株数制限を超えて株を保有することはできない

・プライベート会社・山岳会社・トンネル会社は持ち株制限に入らない


・社長株やSBBの10%株は株数としては1枚でカウントする

	プレイヤー
	3
	4
	5
	6
	7

	持株制限
	24
	18
	15
	13
	11

	初期資金
	800
	620
	510
	440
	400



・もし、プレイヤーが既に会社の株を半分より多く保有している場合(pre-SBB 3枚か、地域会社3枚か、史実大会社6枚か、SBB11枚)、bankpoolの株のみ購入できる。

・全ての会社のすべての株が売られる事は無いので、何かの株は買える。

・社長の座を降りたために、持ち株制限に引っ掛かった場合は、次の株式ラウンドで株を売らなければならない。

・会社の設立


・社長株が売れた瞬間に、購入者は公募価格を決める。株価チャートの対応するところにマーカーを置く。MOBの価格が決まった時、P5に関連するMOB株が売買可能になる。

・会社の50%株が銀行から買われた時、会社は設立となる。



・裏が無地のマーカーを株価チャートに置く。既に他社のマーカーが存在する場合は、一番下に置く。



・史実大会社社長は会社チャートと公募価格の5倍の資本金と公募価格に応じた会社マーカーを受け取る。



・地域会社社長は会社チャートと公募価格の5倍の資本金と全ての会社マーカーを受け取る。



・pre-SBB社長は会社チャートと公募価格の2倍の資本金と全ての会社マーカーを受け取る。

・6/6H列車登場後に設立した史実会社には、目的地はなく、資本金は公募価格の10倍。
・株の売却


・普通の会社の株を売却できる

・山岳会社とトンネル会社は売れない


・会社(pre-SBB除く)は、その会社の運行ラウンドに限り、プレイヤーからプライベート会社を購入可能。

・プレイヤーがbankpoolに売却した株は、その株式ラウンドには別のプレイヤーが購入可能。


・もし会社が既に運行している場合、売り手は今の価格を受け取った後、株価は下がる。

・もし会社がまだ運行していない場合は、売り手は、下がった後の価格を受け取る。


・株式ラウンドでプレイヤーは以下の例外を除き、好きなだけ売れる。


・一番初めの株式ラウンド



・売却した結果、その会社の半分を超える株がbankpoolに出る



・社長株の売られていない株を売ることはできない


・社長株はbankpoolに出ない。社長交代時は、社長株は通常株と交換して置かれる。

・緊急資金調達の結果で社長交代は起きない。(社長は社長交代が起きるような調達は不可)
・株の売却による株価の変動

・何株売却しようとも、売却の行為に対して、1つ下に株価は下落

・まだ運行してない会社の株価は、売却に伴う株価下落の調整後です。よって、手取り額は株価が下がった後の金額です。

・もし複数のプレイヤーが同一の会社の株を売ったり、ひとりのプレイヤーが複数の銘柄の株を売却した場合は、各銘柄毎に株価が下がる。


・株価が底の場合、それ以上売却による下落はない。

ゲームの終了


・運行ラウンドのセットは途中でフラグが立っても、そのセットは最後までやりきる。

・銀行の資金が枯れたら終了。不足分はメモ等で対応

・会社の資産は計上しない

・すべてのプレイヤーは現金と現在株価(大会社・トンネル会社・山岳鉄道)を計算。一度も配当のないトンネル会社と山岳鉄道は無価値。P5に付随するMOB株で社長株が売られてない場合は無価値。

・一番資産の多い人が勝ち

バリアント:象

最後に株の売買した人の右隣のプレイヤーが次の株ラウンドで最初に売買できる。残りプレイヤーは以前と同じ。プライベート会社が売られた後のプレイ順は、今までと同様。
会社概要

	CD
	会社名
	略称
	普通株
	株数
	本拠地
	目的地
	　

	V1
	Schweizerische nordostbahn
	NOB
	25%*2
	4
	Zürich
	Aarau
	　

	V2
	Schweizerische Centralbahn
	SCB
	25%*2
	4
	Basel
	Luceme
	　

	V3
	Vereinigte Schweizer Bahnen
	VSB
	25%*2
	4
	St. Gallen
	Sargans
	　

	V4
	Jura - Simpion
	JS
	25%*2
	4
	Lausanne
	Neuchatel
	　

	V5
	Gotthardbahn
	GB
	25%*2
	4
	Stans
	Gotthard
	tunnel

	H1
	Ferrovie Nord Milano
	FNM
	10%*8
	10
	Como
	Altdorf
	　

	H2
	Rhätische Bahn
	RhB
	10%*8
	10
	Chur
	Brig
	　

	H3
	Bem - Lötschberg - Simplon
	BLS
	10%*8
	10
	Bem
	Brig
	　

	H4
	Sensetalbahn
	STB
	10%*8
	10
	Aarau
	Thun
	　

	H5
	Appenzeller Bahn
	AB
	10%*8
	10
	Appenzell
	Winterthur
	　

	H6
	Montreux - Oberland bemois
	MOB
	10%*8
	10
	Montreux
	Thun
	　

	R1
	Jura neuchatelois
	JN
	20%*3
	5
	Neuchatel
	--
	　

	R2
	Chur - Arosa
	ChA
	20%*3
	5
	Arosa
	--
	　

	R3
	Visp - Zermatt
	VZ
	20%*3
	5
	Sion
	--
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


列車
	列車
	量
	価格
	H列車転落
	廃車時期

	2/2H
	13
	90/70
	3/3H
	4/4H

	3/3H
	9
	180/150
	4/4H
	6/6H

	4/4H
	6
	300/260
	6/6H
	8E/8H

	5/5H
	4
	450/400
	8E/8H
	　

	6/6H
	4
	630/550
	　
	　

	8E/8H
	X
	960/700
	　
	　

	*5H(EVA)
	1
	0
	額面は400sfr

	*5H
	1
	0
	SBBに所属し、移動不可
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